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研究成果の概要（和文）：「四方四季」と異界研究―室町文芸を中心にをテーマとして、室町文芸の成立を東ア
ジアの文化圏の中の日本の文化と捉える研究を実行した。その目的は、日本文化の発祥が孤立して行われるもの
ではなく、近隣の国の文化と絶えず、相互に影響を与えていると考えたからである。そこで、植物・食物の文化
に注目し、その表象が異界表現にも表れていることを日中比較を通して実行し、日本文化の特徴を考察した。

研究成果の概要（英文）："four seasons" and the difference world study-Muromachi literature, the 
study which catches formation of Muromachi literature with Japanese culture in the cultural sphere 
in East Asia was carried out with the theme of center NI. The purpose is because I thought 
origination of Japanese culture was isolated, and you couldn't do, and all the time, I was having an
 influence mutually with national culture in a neighborhood. So I paid attention in Bunka of plant 
and food, carried out that the symbol also shows in the difference world expression through daytime 
comparison and considered the feature of the Japanese culture.

研究分野：中世文学

キーワード： 四方四季　食物・食物　擬人化　環境文学

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
室町文芸を考察することで、『酔いの文化史―儀礼から病まで』、『六条葵上物語』からみる室町後期の擬人化
された物語」、「米と酒や食物―韓国と日本の比較を通して」などの執筆や室町時代の飢饉とその対策」（フラ
ンス）「植物の擬人化・中国と日本の比較を通して」（國學院大學）、「日本文学と古本研究」（ブラジル）、
「古記録に描かれた絵画から室町時代を読み解く」（愛知県額田郡幸田町 ）など講演も多く行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本及び海外に所在される絵巻・絵本や各種地獄絵を対象に、その文化的意義や室町後期の社

会的機能を解明し、江戸期における創造的継承を明らかとしようと考えた。また、文学資料と図

像資料などの位相を再統合して一体的に捉えようとする、統合・複合的な文献解釈学の方法的実

践により、研究の少ない植物・食物と「異界」表現、「四方四季」表象、地獄観などを多数描く

絵物語と室町文芸との関係性を考察する点を重要と考えた。つまり、思想史、美術史など個別の

研究領域を超え、文学史の流れを見据えた上で、これらを統合した研究及び個々のモチーフ分析

を詳細に行おうとしたのである。 

この当時、国文学研究は、一つの物語を諸本も加えて、流布系本文の分析、系統立て、成立の

経緯を問う研究が多く、総合的で歴史的な見地から、キーワードを元に、全体を有機的に鑑みる

方法論的研究は少なかった。そして、各領域が見逃していた点を指摘できる一方、各々の領域に

新たな研究の材料を提供できるとも提案した。その結果が美術史的相互影響や「草木国土悉皆成

仏」思想との思想的、宗教的儀礼性、絵物語との相関関係も解明され、さらに、個々のモチーフ

を詳細に分類し、考察することで、モチーフや構図を利用して、新たな絵物語が誕生した歴史的

経緯も指摘できると考えたのである。加えて、絵巻群を細分化し、構図、道具類、「四方四季」、

異界、異類などの点から、個別に比較しながら研究することで、図像本来が持つ歴史的過程や背

景を超えた絵物語の創造性や新しい知見も見出されると期待したのである。 

 

２．研究の目的 
本研究は、文学研究が蓄積してきた成果を活用し、歴史学、美術史、芸能史を含めた分野横断

的な研究を行い、主題のモチーフを詳細に分類した上で分析し、有機的研究のない室町文芸の位

相を再確認することを目的とした。 

具体的には、御伽草子や内外に所蔵される絵写本など（絵巻、能・狂言、謡曲）に描かれる地

獄や異界に焦点を当て、その言説や「四方四季」表現の分析から、室町の地獄や異界への嗜好を

明らかにし、東アジアの「知」も含めた室町文芸共通の「知」表象と、その発展形態としての江

戸文芸への影響を明らかとすることであった。 

つまり、荒唐無稽と等閑視される当該文芸を、図像空間によって統合された視覚文芸として捉

え、室町文芸の森羅万象の表象とその発展が江戸文学の流れを生んだことを論証したいと考え

た。 

３．研究の方法 
 研究対象を「地獄や転生の嗜好分類研究」と「四方四季表現研究」の二つに分けて研究を行っ
た。 
 「地獄や転生の嗜好分類研究」 

『往生要集』に記される厭離穢土から天道、阿修羅道、人道、飢餓道、畜生道、地獄道の六道

から世界はなるが、この地獄は、八大地獄に分類され、各地獄には、それぞれが小地獄を持つた

め、合計百三十六の地獄がある。そして、人間は地獄で苦しみ、救いを求めるのが通常の文学作

品であるが、当該研究文芸では、異類や植物・食物も地獄で苦しみ、救いを仏に求めるなど、地

獄が異類をも受け入れる形となっている。 

そこで、『六条葵上物語』や狂言『黄精』、『常盤の姥』などの室町・江戸初期絵写本や文芸を

対象とし、以下のリスト（●各植物・食物がどのような地獄に落ち、苦しむかの一覧表 ●語ら

れる地獄の一覧表 ●どのような転生があったかの一覧表）を制作することで、どのような地獄



や転生に興味を持っていたかを明らかとし、当該時代の人々の「共通知」を導き出す研究を行っ

た。 

「四方四季表現研究」 

御伽草子の「神代物語」などでは、春（牡丹）、夏（藤）、秋（紅葉）、冬（雪山）などで、「四

方四季」表現を使い、異界らしさを表現するとされる。この「四方四季」表現は、これまで、曖

昧に「異界表現」とされてきたが、室町後期成立の「酒飯論絵巻」詞書では、各段に四季が表現

され、食物にも「四方四季」表現が存在し、「異界表現」とは言い難い。そこで、異界とは何か

を「四方四季」をキーワードに以下の研究を計画した 

●異本「是害房絵巻」には植物の「四方四季」以外に、大根・熟柿・食物としての蓮・瓢箪など

でも四季が表現される。そこで、『山家集』や『毛吹草』により、どのような食物が季節を表現

するのか明らかとする。 

●『十二類絵巻』を対象として、主人公の十二支が時刻、方角や季節も表すが、その十二支と対

立する動物はどのような表象として描かれているのかを明らかとする。 

●異質な世界がどう位置付けられているかを人物が持つ道具（房付槍、三叉、楽器など）が異国

産か国内産かなどの相違を当該文芸調査により明確化する。 

●連歌、本草和歌などにみられる植物・食物の位置付け。 

以上のような研究により、室町後期文芸にどのような地獄表現、異界表現、転生表現があるか

を検証し、擬人化された異類がどのように位置付けられているかを明らかとすることで、今まで

曖昧に異界らしさを表現すると位置付けられていた「四方四季」を植物・食物・異類などでも分

類し、当該文芸における地獄・異界とは何かを明白化する研究計画を立てた。 

４．研究成果 

以上のような研究計画により、室町後期文芸の地獄表現、異界表現、転生表現が複雑化して混

在する。しかし、人間が少し美貌を誇ったからという理由で、天狗に転生し、その転生した天狗

が地獄で苦しむような話もあり、異類である天狗や道具の変化した化け物も、仏教に頼り、新た

な転生を望むなどする表現が多い。 

そこで、室町後期文芸には、異類や擬人化された動植物も一つの世界で生を享受しており、人

間道と同様な生の苦しみ、死の恐れを感じている表現が多い事実から、六道の中に、異類道や植

物道なども含まれる世界観があると結論付けた。さらに四方四季表現も人間の世界であるよう

に、異類や植物、動物、擬人化の世界にも同様な表現があると創造する書き手がおり、彼らもま

た一つの世界を持つとする室町後期の文芸の特徴が表れていると論じた。 
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